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こんにちは、真栄田丈夫です。
名護市源河の山の中でひっそりと農業をしております。就
農する前は、飲料メーカーで経理や人事を担当してました。
祖父が畑を持っていたので「定年退職後は畑でもやろうか
な」と軽く考えていたのですが、畑を他人に譲る話が出たの
で慌てて就農することになりました。
しかし、農業の研修したわけでもなく、右も左もわからない
状況でした。
そんな時に沖縄畑人くらぶのメンバーと出会い、現在に至っ
ております。多品目の栽培を目指しており、今後は料理人
の心をくすぐるような野菜を作りたいと思ってます。

畑人紹介

「土から出てきたイボイモリ」

沖縄畑人くらぶからの報告と今月の活動予定
　長い長い梅雨も明け、いよいよ沖縄の夏野菜のシーズンがスタートします。
夏野菜といっても内地とは違い、夏の代表格であるトマトなんかは、暑すぎ
て栽培ができません。沖縄の夏というとウリ系のゴーヤー、冬瓜、モーウィ、
ナーベラーなどがこれから嫌というほど出てきますよね。
　畑人くらぶとしては、島オクラ、うりずん豆が主力の野菜となり、うまく台
風をかわせれば11月中旬ぐらいまで収穫ができます。規格外などもたくさ
ん出てきますので、ぜひ、沖縄の夏の旬、島オクラでいろいろお料理を研究し
てみて下さい。
　沖縄独特の栽培方法で切り戻しって知ってます？
　内地と違って栽培期間がすごく長いので、背丈以上に伸びた島オクラを途
中でいったん30ｃｍぐらいの高さで全部切っちゃうんです。そこからまた
新芽を出して育てて花を咲かせていきます。
　台風のタイミングで切り戻したりもします。近くにオクラ畑を見つけたら、
１シーズン見てると面白いですよ。
[ 7 月の沖縄畑人くらぶの主な活動 ]
　・7/9（月）：コショウ挿木講習（名護市）
　・7/15（日）：親睦会（お昼から畑人くらぶの真栄田畑＠源河でB.B.Q.）
　・7/30：（月）沖縄畑人くらぶ勉強会（現地検討会=北中城農家1件 +α）
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クローズアップベジ 【トカドヘチマ =十角糸瓜】

A B C

今月の野菜
・ゴーヤー
・トカドヘチマ
・ハンダマ

こまもの野菜
・ウリズン豆
・モーウィ
・オクラ (丸、角 )
・ヘチマ
・ユウガオ
・韓国カボチャ

インド原産のウリ科で、果面に10条の著しい稜がある。学名Luffa acutangula といって、ヘチマLuffa cylindrica の近縁種。
南アジア～東南アジア～東アジアの広い範囲で栽培される。日本では、沖縄の他に熊本でも栽培されている。
『A』=栽培方法は地這いまたは棚づくりで、これもヘチマと同様。地這いの場合は、ぐにゃりと曲がったりするが、
棚づくりに比べて、台風に対して栽培し易い。
『B』=花は夕方から夜にかけて咲く1日花のため、夜行性の蛾などが授粉していると思うが、夕方、人工授粉した方が着果率があがる。
今頃では17:30くらいに雄花が咲き始め、18:30くらいに雌花が開花する。
『C』=ヘチマに細長いものから短いものまで品種が多数あるように、トカドヘチマも果長1mを超えるものから数cmのものまである。
インドや東南アジアでは、若い果実の外側の稜の部分を削り落として、煮込んだり、カレー用の野菜として利用されている。
現在お届けしているものは、さらに若採りしており、稜を落とさず、断面が「星形」で、生食でも利用できるようにしている。

・坊ちゃんカボチャ
・チンゲンサイ
・キュウリ

・モロヘイヤ
・トマト
・ササゲ
・ニンニク
・スィートバジル
・ズッキーニ
・葉ダイコン
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